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1	 事前に管工事業者（法的有資格者）へ天井面へ

のダクト穴の開口を依頼してください。

また、天井開口部近くの補強桟または野縁等に専用

コンセントを設置します。

2	 φ 150 のステンレスダクト、またはスパイラル

ダクトを右図のようにレンジフードの上部に突

き出すようにセットして、周囲を仕上げます。

3	 M10 の吊りボルト（取付作業者側手配）を４本、

天井内の梁などの頑健な部分に固定します。

固定ピッチは前後 300mm、左右 275mmです。

1	 事前に大工工事業者へ、吊りボルトやワイヤー取付用の天井裏の野縁の

加工、天井面への加工を依頼してください。
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取り付けかた
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※	「製品総高さ」寸法は、「ダクトカバー（別売部品）」、「製品

取付高さ」および「天井高さ」によって異なります。

　お願い　

天井面からのダクトと吊りボルトの突き出し長さ（A）は、製品総高さ（範囲：600 ～ 760mm）により異なります。

製品寸法図を参考にして、次式により算出してください。

�Ì/¸
$ï�h��-²�ä �H�7�P�÷�ò���d�s�P�ý
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600 0Ò0×0Ñ/·/º 0Ò0Ñ/¸�
�ö
680 0Ó0Õ0Ñ/·/º 0Ò0Ñ/¸�
�ö
760 0Ô0Ó0Ñ/·/º 0Ò0Ñ/¸�
�ö

■レンジフード側

■ワイドスパンユニット側
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取り付けかた

2）	ナットアンカー（M10）を軽く引いてチャンネルが野縁に確実に引っ掛かったことを確認してから、

キャップワッシャーを野縁に付くまで引き上げます。

※	キャップワッシャー円筒部を野縁の穴に入れ、がたつきがないようにしっかり野縁に押し付け

てください。

チャンネル

ナットアンカー（M10）

ガイド

ハンドル
キャップワッシャー 野縁（吊りボルト側）

チャンネル

ガイド

φ19mm

チャンネル

引く

野縁

引く

引き上げる

キャップ
ワッシャー

円筒部

円筒部

2	 付属品のナットアンカー（M10）を吊りボルト側の野縁に取り付けます。

1）	ナットアンカー（M10）のチャンネル部分をガイドに沿わせるように畳んだ状態で持ち、そのま

ま野縁下側から吊りボルト取付用穴（φ 19mm）へチャンネル部分を差し込みます。

3）	親指をガイドの間に入れ、ガイドを左右方向に数回

折り曲げて、ガイドを根元から折ります。

根元から折る

親指 折った状態

野縁

次の手順２～ 6では、右表の付属品を使用しますので

準備してください。
・ナットアンカー（M10） 2個
・特寸ワッシャー（外径φ 22） 2枚
・スプリングワッシャー（M10） 2個
・高ナット（M10× 25） 2個
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取り付けかた

3	 必要に応じて吊りボルトをカットし

ます。

右図を参照し、次式により吊りボルト長

さ（L）を算出して、必要に応じて吊り

ボルトをカットしてください。

L＝ L1 ＋ L2

L1 ＝製品総高さ － 10mm

L2 ＝天井厚さ＋野縁高さ＋ 60mm以上

野縁

L1
：

吊
り

ボ
ル

ト
の

突
き

出
し

長
さ

「
製

品
総

高
さ

－
10

ｍ
ｍ

」

L2
：

吊
り

ボ
ル

ト
の
挿
入
長
さ

天
井

厚
さ

＋
野

縁
高
さ
＋
6
0
m
m

以
上 吊りボルト（M10）

ナットアンカー
（M10）

L2

L

L1

天井

5	 ワイドスパンユニット用の吊りボルトに、指定のワイド

スパンユニット引掛け位置をマーキングをします。

指定のワイドスパンユニット引掛け位置は、天井面から「製

品総高さ－ 23mm」です。

※	製品総高さが 760mm の場合、天井面から 737mm の位置

となります。

4	 吊りボルトを野縁に固定したナットアンカー（M10）に挿入します。

吊りボルトの突き出し長さ（L1）は、± 5mmの長さとなるようにしてください。

※	吊りボルトが指定の長さになっていないと、部品どうしが干渉する場合がありますので

ご注意ください。
製

品
総

高
さ

－
2
3
ｍ

ｍ

天井

マーキング

6	 吊りボルトにワッシャー・ナット

類を取り付けます。

ワイドスパンユニット用の吊りボル

ト 2 本に、付属品の特寸ワッシャー

（外径φ 22）、スプリングワッシャー、

高ナット (M10 × 25）の順でナット

アンカー（M10）に通し、野縁に固

定します。

キャップ
ワッシャー

キャップワッシャー

チャンネル

野縁

天井

高ナット（M10×25）

スプリングワッシャー

スプリングワッシャー

特寸ワッシャー
（外径φ22）

特寸ワッシャー
（外径φ22）

高ナット
（M10×25）

吊りボルト
（M10）

吊りボルト（M10）

（L）	：吊りボルト長さ

（L1）	：天井からの吊りボルトの突き出し長さ

※	製品総高さが 760mm の場合、吊りボルト

突き出し長さは 750mmとなります。

（L2）	：天井への吊りボルトの挿入長さ
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3. フード・本体の準備

取り付けかた

ディスク

取りはずしボタン

　お願い　

・	はずしたねじは取り付けの際に使用しますのでなくさないでください。

・	はずした部品は変形させないよう、平らな場所に置いてください。また、はずした部品で床などにキズをつけない

ようご注意ください。

・	金具の変形防止のため、下記手順 1 のように必ず天パッドの上に仕切パッドを載せ、その上にフードを置いて作業

してください。

3	 ディスクをはずします。

ディスクの中央にある取りはずしボタンを押し

ながら、そのまま上に引き上げます。

固定テープ

仕切パッド天パッド

オイルガード

オイルガード

保護用クッション材

　お願い　

ディスクを落としたりして変形させないでください。

（異常な音や振動の原因になります。）

2	 保護用クッション材をはずします。

オイルガードの手前側左右のすきまに指をかけ、

オイルガードを矢印方向に持ち上げて、本体か

らはずし、保護用クッション材（2 個）をはずし

ます。

※	はずした保護用クッション材は廃棄してくだ

さい。

■	フードの準備

1	 オイルガードの固定テープをはずします。
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取り付けかた

ツメ

引掛け穴

取っ手

ふさぎ板

1

2

4	 ふさぎ板をはずします。

1）	ふさぎ板の取っ手を両手で持ち、上にゆっく

り引き上げます（ ① ）。

2）	ふさぎ板の引掛け穴をツメからはずします 

（ ② ）。

※	必ず左右同時にはずしてください。金具の

変形の原因になります。

5	 天板前・天板後をはずします。

※	青色の保護フィルムの天板面だけをはがして天板の取りはずしをおこなってください。

　お願い　

天板に貼ってあるキズ防止テープは取り付けが完了するまではがさないでください。

1）	天板前をななめに持ち上げ、ツメ 4 ヶ所をは

ずします。

※	天板を変形させないようご注意ください。

ツメ

天板後

キズ防止テープ
（はがさない）

トラスねじ
（M4×10）

天板前

マグネット

マグネット

ツメ

キズ防止テープ
（はがさない）

2）	天板後を固定しているトラスねじ（M4× 10）

2 本をはずし、ななめに持ち上げてツメ 6 ヶ

所をはずします。

※	天板を変形させないようご注意ください。

※	取りはずしたねじは「6. ワイドスパンユ

ニットの取り付け」手順 16（35 ページ）

にて再度使用しますので、なくさないでく

ださい。
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■	本体の準備

1	 前ふた・後ふたをはずします。

前ふた・後ふたの上端を手前に引いてはずし、

前ふた・後ふたを持ち上げて、下端の引掛け

部を横ふたからはずします。

引掛け部

トラスねじ
（M4×10）

横ふた

後ふた

前ふた

2	 横ふたをはずします。

※	両側ともはずしかたは同じです。

横ふたを固定しているトラスねじ（M4× 10）

8本をはずし、横ふたをはずします。

※	取りはずしたねじは「9. レンジフードの横

ふた・前ふた・後ふたの取り付け」（38

ページ）にて再度使用しますので、なくさ

ないでください。

3	 本体左側の内ふたをはずします。

内ふたを固定しているねじ 2本をはずし、内

ふたを手前におろすようにしてはずします。

※	取りはずしたねじは「4. フード・本体の

取り付け」手順 9（25 ページ）にて再

度使用しますので、なくさないでくださ

い。

4	 ソフトテープを貼り付けます。

排気口に付属品のソフトテープを貼り付けます。

内ふた

前側

ソフトテープ

取り付けかた
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4. フード・本体の取り付け

 注 意
●	レンジフードの取り付けは、十分強度の

あるところを選んで確実におこなうこと

	 落下によりけがをするおそれがあります
取付注意

●	部品の取り付けは確実におこなうこと

	 落下によりけがをするおそれがあります

取付注意

1	 レンジフードの固定位置を決めます。

1）	右図を参照し、次式によりマーカー位置 (X) の値を算

出してください。

	 X＝「天井高さ」－（「床から調理機器上面までの高さ」

＋800＋460）

例：	天井高さが 2350mm、床から調理機器上面までの

高さが 850mm の場合

X＝2350－（850＋800＋460）

天井からのマーカー位置 (X) は 240mm となります。

2）	吊りボルトにマジックペンなどで、天井から X の値の

位置にマーカーをつけます。

X
吊

り
ボ

ル
ト

固
定

金
具

位
置

製
品

総
高

さ

80
0

85
0

46
0

天
井

高
さ

 (
例

：
23

50
)

製
品

取
付

高
さ

 (
例

：
16

50
)

調理機器上面

マーカー

（単位：mm）

2	 ダクトカバー（別売部品）を取り付けます。

ダクトカバー付属品の座付ねじ（φ 5.1 × 25）４本でダ

クトカバーを天井面に固定します。

　お願い　

切り欠きのある面をレンジフードの前後方向にしてください。

向きを間違えると本体との固定ができなくなります。

座付ねじ
（φ5.1×25） ダクトカバー

前側

取り付けかた
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3	 吊りボルトにナットを取り付けます。

M10のナットおよびワッシャー（取付作業者側手配）

を吊りボルトのマーカー位置まで差し込みます。

5	 風漏れ防止のテーピング（アルミテープ）を

おこないます。

4	 本体を吊りボルトに固定します。

1）	取り付けたダクトカバーに本体両脇のガイドを

差し込みながら本体を持ち上げ、４ヶ所の吊り金

具に吊りボルトを差し込み、吊り金具を挟み込

むように吊りボルト下側から M10 のワッシャー

およびナット（取付作業者側手配）でしっかり

と締め付けます。

	
　お願い　

ダクトに排気口を差し込みながら本体を取り付けてく

ださい。

2）	「7. 電気配線」（36 ページ）を一読してから、

電源プラグを天井裏などのコンセントに差し込

みます。

※	必ず分電盤のブレーカーを「切」にしてから

おこなってください。

■	 排気口設置面の漏風確認のお願い

排気口とダクトを接続する際に、無理にダクトにレンジ

フードの排気口を接続しようとすると、排気口と排気口の

設置面（製品天面等）が変形し、風漏れが発生してしまう

場合があります。

風漏れ確認のために、ダクトと接続後は試運転（強運転）

をおこなってください。漏風する場合は、排気口と設置面

の周りをアルミテープ等（現場調達品）で漏風防止処置を

おこなってください。

ダクト
排気口

設置面
(フード天面等)

アルミ
テープ等

前側

ガイド

本体

吊り金具

ダクト

コンセント

ダクト

アルミテープ

前側

ナット・ワッシャー
（取付作業者側手配）

吊りボルト

ナット

マーカー

取り付けかた
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6	 ダクトカバーと本体を固定します。

ダクトカバー付属品のトラスねじ（M4 × 10）4 本

で左右各 2ヶ所を固定します。

ダクトカバー
トラスねじ
(M4×10)

7	 フードを取り付けます。

1）	フードを持ち上げた状態で、フードから出てい

るモーターの配線を本体下部から通し、本体左

側に引き出します（ 1 ）。

2）	フード後側の引掛け桟を本体後側に引っ掛け、

フードを左に寄せます（ 2 ）。
	 　お願い　

配線を挟まないようご注意ください。

3）	フード前側を持ち上げ、ストッパーが本体のラッ

チに「カチッ」とロックされるまで持ち上げます 

（ 3 ）。

	 　お願い　

ストッパーとラッチが確実に引っ掛かったことを確認

してください。ロックが不完全なまま作業を続けると、

フード部が落下するおそれがあります。

4）	付属品のトラスねじ（M5 × 12）6 本でフード

下側から右図の各位置を固定します（ 4 ）。
トラスねじ

（M5×12）

引掛け桟
フード

ラッチ

ラッチ

ストッパー

2

1

3

3

4

1

取り付けかた
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正しい差し込み方  誤った差し込み方 

奥まで

奥まで挿入して
突き当てる

前後に動かしても
抜けないこと

コネクターを
挿入する場合

8	 コネクターを接続します。

1）	フード右側から出ている電気配線のコネクターを本体

のコネクターに接続します。

2）	フード左側から出ている電気配線のコネクターを本体

のコネクターに接続し、本体内側の 4Pコネクター（平）

と 4P コネクター（角）を本体の 4P コネクター（平）

と 4Pコネクター（角）にそれぞれ接続します。

	

コネクター

コネクター

4P（平）
コネクター

4P（角）
コネクター

前側

前側

トラスねじ
(M4×10)

後側

フード固定金具

11	フード固定金具を取り付けます。

本体背面に付属品のフード固定金具を引っ掛け、

トラスねじ（M4× 10）2本で固定します。

10	天板前・天板後を取り付けます。

「３. フード・本体の準備」■フードの準備、手順 5（20 ページ）で取りはずしたときと逆の手順で

取り付けます。

9	 本体横の内ふたを取り付けます。

「３. フード・本体の準備」■本体の準備、手順 3（21 ページ）で取りはずしたときと逆の手順で取

り付けます。

取り付けかた

　お願い　

コネクターを挿入する際は、ツメの向きを合わせて確実に

ロックしてください。接続が不十分な場合、レンジフード

が動作しない、発熱による故障などの原因になります。
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13	整流板を取り付けます。

1）	奥側左右の整流板引掛け部をフード引掛け部に

確実に引っ掛けます（ ① ）。

2）	整流板を両手で支えながら手前側を上に持ち上

げ、左右のストッパーを押しながらロックしま

す（ ② ）。

	 取り付け後は整流板を上下に動かし、はずれな

いことを確認してください。

	
　お願い　

・	整流板の固定は、確実におこなってください。

	 ロックが不十分ですと落下の原因になります。

1

ロックされていること
を確認してください

フード
引掛け部

整流板引掛け部

2

ストッパー

12	ふさぎ板、ディスク、オイルガードを取り付けます。

「３. フード・本体の準備」■フードの準備、手順 2 ～ 4（19 ～ 20 ページ）で取りはずしたとき

と逆の手順で取り付けます。

※	はずした保護用クッション材は取り付けずに廃棄してください。

取り付けかた
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取り付けかた

1	 天板 B をはずします。

※	青色の保護フィルムの天板面だけをはがし

て天板の取りはずしをおこなってください。

ワイドスパンユニットの固定テープを引き、

天板 B を斜めに持ち上げてツメ 6 ヶ所をはず

します。

　お願い　

天板B を変形させないようご注意ください。

2	 天板Ａをはずします。

天板Ａを固定しているトラスねじ（M ４× 10）

8本をはずし、天板Ａをはずします。

3	 ステンレスパイプを指定の長さにカットします。

付属品のステンレスパイプ（2 本）をパイプカッターなどの工具で、

製品総高さ－ 100mm± 5mmにカットしてください。

※	製品総高さが 760mmの場合、パイプ長さは 660mmとなります。

※	ステンレスパイプのカットは現場にて実施してください。

※	青色の保護フィルムをはがさずにカットしてください。

ツメ
天板B

天板B 固定テープ

天板A

トラスねじ
（M4×10）

5. ワイドスパンユニットの準備
　お願い　

・	キズ防止のため、以下の作業は梱包材に載せたままの状態でおこなってください。

・	はずしたねじは取り付けの際に使用しますのでなくさないでください。

・	はずした部品は変形させないよう、平らな場所に置いてください。また、はずした部品で床などにキズをつけない

ようご注意ください。
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取り付けかた

1	 吊りボルトにパイプカバー上、カバープ

レートを取り付けます。

1）	ワイドスパンユニット用の吊りボルト 2

本に、付属品のカバープレート（パイプ

用）、パイプカバー上（M10、タップあり）

の順に通します。

2）	パイプカバー上を回して、天井面に固定

します。

パイプカバー上

パイプカバー上

刻印

  カバープレート
（パイプ用）

  カバープレート
（パイプ用）

吊りボルト（Ｍ10）

M10
タップ部

　お願い　

・	カバープレート（パイプ用）の保護フィルム（半透明）をはがして取り付けてください。

・	カバープレート（パイプ用）には目の方向が刻印されています。刻印の方向をワイドスパンユニットの

長手方向に合わせて取り付けてください。また、刻印の面がおもてになるように取り付けてください。

・	パイプカバー上は締めすぎないようご注意ください。クロスのよじれや、天井面の破損の原因になります。

 注 意
●	ワイドスパンユニットの取り付けは、十分

強度のあるところを選んで確実におこな

うこと

	 落下によりけがをするおそれがあります取付注意

●	部品の取り付けは確実におこなうこと

	 落下によりけがをするおそれがあります

取付注意

6. ワイドスパンユニットの取り付け

次の手順1～4では、右表の付属品を使用しますので

準備してください。
・カバープレート（パイプ用） 2枚
・パイプカバー上 2個
・ステンレスパイプ 2本
・パイプカバー下 2個
・ストッパー（切り離した外側を使用） 2個
・フランジ付きナット（M10） 6個
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2	 ステンレスパイプをワイドスパンユニット

用の吊りボルトに通します。

1）	「5. ワイドスパンユニットの準備」手順 3

（27 ページ）にて指定の長さにカットし

たステンレスパイプ（2 本）を、手順 1 で

取り付けたパイプカバー上の穴の奥まで突

き当てます。

※	ステンレスパイプは、カットした側が天

井側となるように通してください。

※	青色の保護フィルムは、必要に応じて先

端部分をはがして取り付けてください。

2）付属品のパイプカバー下を通し、付属品の

フランジ付きナット（M10）で固定します。

吊りボルト
（Ｍ10）

パイプカバー下

パイプカバー上

カットした側

パイプカバー下（断面図）

ステンレス
パイプ

フランジ付き
ナット（M10）

15mm

ステンレスパイプ

3	 ストッパー（ゴム）を切れ込みで切り離し、パイプカバー用とワイヤー用に分離します。

※	ストッパーは右下図のように取り付けて、取付作業中にパイプカバー下、ワイヤーカバー下を作業

がしやすい任意の高さで仮止めするための部品です。

4	 ワイドスパンユニット取付用の吊りボルトに、ナットを取り

付けます。

※	作業時は、パイプカバー下を作業しやすい任意の高さに引き上

げ、右上図のようにストッパー（パイプカバー用）で仮止めし

てください。

付属品のフランジ付きナット（M10）を各 2 個、吊りボルトに取

り付けます。

上側のナットは任意の位置、下側のナットはマーキング位置に合

わせて取り付けます。

切り離す

パイプカバー用ワイヤーカバー用

※ 手順 12（33 ページ）
 で使用します。

任意の高さで仮止めが
できます。

ストッパー

パイプカバー下

  フランジ付きナット
（M10）（付属品）

マーキング

任意の高さで仮止め

取り付けかた

　お願い　

ワイドスパンユニット取り付け用のナットに付属品以外のナットを使用

すると、部品どうしが干渉する場合がありますのでご注意ください。
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取り付けかた

5	 ワイドスパンユニット固定用のワイヤーを天井に取り付けます。

1）付属品のワイヤー取付金具のM5ボルト穴に、付属品のワイヤーを通します。

※	ワイヤーはボール状のかしめ部側を上にして通してください。

2）下図の指示寸法位置に、付属品の木ねじ（φ 4.1 × 32）１本を野縁に取り付けます（仮固定用）。

※	ワイヤー取付金具の仮固定用のため、最後まで締め付けないようにしてください。

3）	ワイヤー取付金具の切り欠き部を 2）で取り付けた木ねじに引っ掛け、木ねじ（仮固定用）をしっ

かりと締め付けます。

4）	残りの穴 4ヶ所に、付属品の木ねじ（φ 4.1 × 32）４本を締め付けます。

6	 カバープレート、ワイヤーカバー上を取り付

けます。

手順 5 で取り付けたワイヤー取付金具のワイヤー

に、付属品のカバープレート（ワイヤー用）、ワ

イヤーカバー上（M5、タップあり）の順に通し、

天井面に固定します。

野縁

15mm

切り欠き部

ワイヤー
取付金具

M5ボルト

仮固定用

ボール状のかしめ

ワイヤー

ワイヤー

ワイヤーカバー上

M5
タップ部

  カバープレート
（ワイヤー用）

刻印

次の手順 5～7では、右表の付属品を使用しますので

準備してください。
・ワイヤー取付金具 2個
・木ねじ（φ 4.1 × 32） 10本
・カバープレート（ワイヤー用） 2枚
・ワイヤーカバー上 2個
・ワイヤー 2本

　お願い　

・	カバープレート（ワイヤー用）の保護フィルム（半

透明）をはがして取り付けてください。

・	カバープレート（ワイヤー用）には目の方向が刻印

されています。刻印の方向をワイドスパンユニット

の長手方向に合わせて取り付けてください。また、

刻印の面がおもてになるように取り付けてください。

・	ワイヤーカバー上を締めすぎないようご注意くださ

い。クロスのよじれや、天井面の破損の原因になり

ます。
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7	 フード部のキズ防止のため、ワイヤー下側の先端にテープ等を貼り付けて保護します。

8	 ワイドスパンユニットを水平方向

にスライドさせて取り付けます。

取り付けの際、以下の作業を同時にお

こないます。

●	レンジフード側から出ている電気

配線 2 本をワイドスパンユニット

の角穴に通す（ 1 ）。

●	ワイドスパンユニット側面のピン

2 ヶ所をレンジフードの丸穴に挿

入する（ 2 ）。

●	吊りボルトを固定金具の U 字の切

り欠き穴に通し、下側のフランジ

付きナット（M10）を引っ掛ける 

（ 3 ）。

レンジフード

ワイドスパン
ユニット

３

２
ピン

１ 配線

レンジフードの
スイッチ側を前面とし、
奥側の穴に配線を通す

ワイドスパンユニットを
スライドさせて引っ掛ける

固定金具

U字の切り欠き

丸穴

レンジフードの
スイッチ側

固定金具引掛け面

  フランジ付きナット
（M10）

ワイドスパンユニット内面

固定金具

突き当て注意

取り付けかた

　お願い　

・	取り付けの際、吊りボルトをワイドス

パンユニット内面に突き当てないよう

気を付けてください。打痕の原因とな

ります。

・	ワイドスパンユニットの取り付けに際

しては、次の手順９、10 でしっかりと

固定できるまで、ワイドスパンユニッ

トを落下させないよう十分注意して作

業してください。

次の手順8～12では、右表の付属品を使用しますので

準備してください。
・六角穴付きボルト（M5× 25） 4本
・スパナ 1個
・ストッパー（切り離した内側を使用） 2個
・ワイヤーカバー下 2個
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取り付けかた

10	吊りボルトを固定金具のU字の切り欠き穴の奥

まで突き当て、固定します。

下側のフランジ付きナット（M10）は付属のスパナ、

上側のフランジ付きナット（M10）は取付作業者側

手配のスパナ等を使用し、それぞれのナットをしっ

かりと締め付けます。

※	吊りボルトを、固定金具表面に刻印されている突

き当てラインまでしっかりと突き当てて締め付け

てください。

9	 付属品の六角穴付きボルト（M5 × 25）4本で

ワイドスパンユニットとレンジフードを固定し

ます。

  六角穴付きボルト
（M5×25）

スパナ（付属品）

突き当てライン

  フランジ付きナット
（M10）

上面

上下の分割ライン

前面・後面

外郭のライン

　お願い　

六角穴付きボルト（M5 × 25）の固定の際は、

右図に示すワイドスパンユニットとレンジフー

ドの各ラインを合わせてください。

（締結面の丸穴とピン（前ページ手順８の 2 参

照）には、本調整のため、あえて“あそび”を

設けています。）
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12	手順 7（31ページ）でキズ防止のために貼り付けた保護テープ等をはがします。

※	作業時は、ワイヤーカバー下を作業しやすい任意の高さに引き上げ、手順 3（29 ページ）で切

り離したストッパー（ワイヤー用）で仮止めしてください。

1）	天井から垂れているワイヤーに、付属品のワイヤーカバー下、ストッパー（ワイヤー用）、ワイヤー

下固定金具の順に通します。

2）	ワイドスパンユニットの補強桟の角穴にワイヤーを通し、ワイヤー下固定金具を手順 11 ではずし

たねじ（トラスねじM5× 10）各 2本でワイドスパンユニットに取り付けます。

任意の高さで仮止め

  トラスねじ
（M5×10）

11	ワイヤー下固定金具を固定しているねじ（トラ

スねじM5 × 10）各２本をはずし、ワイヤー下

固定金具 2個を取りはずします。

※	ワイヤー下固定金具はツメで引っ掛かっています

ので、横方向にスライドさせて取りはずしてくだ

さい。

取り付けかた

ワイヤー下固定金具

  トラスねじ
（M5×10）

ツメ

ワイヤーカバー下

角穴

ワイヤー下固定金具

ストッパー（ワイヤー用）

ワイヤーカバー下（断面図）

ワイヤー
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14	余ったワイヤーをフード補強桟の配線止めに引っ掛

け、配線止めを反対側へ曲げて固定します。

残りのワイヤーはフード補強桟の角穴に入れてください。

取り付けかた

配線止め

フード補強桟

ワイヤー

角穴

15	レンジフード側から出ている電気配線のコネクター

をワイドスパンユニットの電気配線のコネクターに

接続します。

接続

13	水準器等でワイドスパンユニットの水平を確認しな

がら、ワイヤーの長さを調整します。

ワイヤー側の高さを高くしたい場合

ワイヤー下取付金具の角穴からワイヤーを引っ張ります。

ワイヤー側の高さを低くしたい場合

アジャスター上部を押し込みながら、ワイヤーを上側に

引っ張り上げます。

※	吊りボルト側の高さを調整したい場合は、手順 10

（32 ページ）の作業でナットの高さ調整をおこなっ

てください。

※	ワイドスパンユニットの質量を各吊りボルトとワイ

ヤーでしっかり支えるために、ワイヤーはしっかり

張った状態としてください。

アジャスター

角穴

押し込む

正しい差し込み方  誤った差し込み方 

奥まで

奥まで挿入して
突き当てる

前後に動かしても
抜けないこと

コネクターを
挿入する場合

　お願い　

コネクターを挿入する際は、ツメの向きを合わせて確実に

ロックしてください。接続が不十分な場合、レンジフード

が動作しない、発熱による故障などの原因になります。
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17	27 ページの手順 1で取りはずした天板B

を取り付けます。

※	水色の固定テープをはがして取り付けてくだ

さい。

18	パイプカバー下とワイヤーカバー下を仮止め

しているストッパーを下まで下ろし、さらに

そのまま下ろして天板A、B の切り欠き部に

はめこみます。

※ストッパーはアフターサービスでの作業性を

考慮し、取り付けたままにしてください。

※	パイプカバー下とワイヤーカバー下は、上下

および回転方向が固定されない仕様としてい

ます。

天板Bツメ

ストッパー

ストッパー

16	27 ページの手順 2で取りはずしたトラス

ねじ（M4×10）8本で天板Aを取り付けます。

天板A

  トラスねじ（M4×10）

　お願い　

天板 A の端面でステンレスパイプやフードにキズを

つけないようご注意ください。

取り付けかた
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取り付けかた

7. 電気配線

　お願い　

・	電源は専用のコンセント（２極接地極付差込接続器 15A、125V）およびブレーカーを設けてください。

・	「8. 試運転」（次ページ）までブレーカーは「入」にしないでください。

・	コンセントは電源コードの長さを考慮し、設置してください。

・	必ずアース（D 種接地工事）をしてください。

・	レンジフードの配線工事の際、壁スイッチを設置しないでください。

 警 告
●	修理技術者以外の人は、絶対に分解したり

修理・改造をしないこと

	 発火・感電したり、異常動作してけがをする

おそれがあります分解・修理・
改造禁止

取付注意

●	配線工事は電気設備技術基準や内線規程に従って

法的有資格者が工事をおこなうこと

	 誤った配線工事は感電や火災の原因になります

アースを
取り付ける

●	アースを確実に取り付けること

	 故障や漏電のときに感電するおそれがあります

	 アースの取り付けは販売店にご相談ください

使用禁止

●	交流100Ｖ以外では使用

しないこと

	 火災・感電の原因になり

ます

分電盤のブレーカーを「切」にし、電源プラグをコンセントに差し込みます。

■「４. フード・本体の取り付け」手順 4（23ページ）で以下の作業をおこないます。

100V
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 注 意

接触禁止

●	運転中は指や物を絶対に入れないこと

	 けがをするおそれがあります

8. 試運転

■	分電盤のブレーカーを「入」にし、レンジフードのスイッチとワイドスパンユニットの照明スイッ

チを操作して運転状態を確認してください。

	 スイッチの操作と運転状態については取扱説明書をご覧ください。

■	必ず最終設置した状態で試運転してください。

■	整流板やディスクが正しく取り付けられていることを確認してください。

	 整流板が正しく取り付けられていないと、運転停止機能により運転ができません。

	 ディスクを取り付けていなかったり、取り付けが不完全な状態で運転すると、ディスク付け忘れお

知らせ機能により、付け忘れをお知らせします。

	 整流板とディスクの取り付けについては取扱説明書をご覧ください。

■	運転時、各速調の排気が正しくおこなわれていることを確認してください。

■	異音、振動がないことを確認してください。

■	屋外の排気出口から排気され、異音がないことを確認してください。

■	取り付けまたは各種工事にて発生した不具合で修理を依頼されますと全て有料となりますので十分

確認してください。

■	製品保護のため、はがした青色の保護フィルムをもとの状態に貼ってください。

■	風量おまかせ運転（風量自動切替）機能を正しくお使いいただくために、別紙に記載の方法で必ず

環境設定をおこなってください。

取り付けかた
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取り付けかた

■	横ふたは左右同一品です。また、前ふた・後ふたも同一品となります。

■	横ふたを先に取り付けてください。

■	取り付けかたは「３. フード・本体の準備」■本体の準備（21 ページ）の取りはずしかたを参考

にしてください。

■	取扱説明書によって機器の取り扱いを説明してください。

■	取扱説明書と共に、この取付説明書を必ずお客様にお渡しください。

9. レンジフードの横ふた・前ふた・後ふたの取り付け

10. お客様への説明

　お願い　

・	取り付ける際は、天板面にキズをつけないように注意して取り付けてください。

・	横ふた・前ふた・後ふたの取り付けが終わったら、フード天板に貼ってあるキズ防止テープをはがしてください

（20ページ参照）。
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メ モ



〔製造元〕
本社 ･営業部	〒 252-0206　相模原市中央区淵野辺２丁目１番９号

	 TEL 042(768)3754（営業部）


